
環
太
平
洋
大
（
岡
山
市
東
区
題
戸
町
観
音
寺
）
一
は
、
韓
国
釜
山
市
の
東
西
大

学
校
と
学
術
交
流
を
進
め
る
協
定
を
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
北
区
伊
福
町
）
と
国
際
貢
献
な
ど
を
含
む
協
定
を
、

そ
れ
ぞ
れ
環
太
平
洋
犬
で
締
結
し
た
。
　
　
　
―

韓
甲
東
西
大
学
校
留
学
、
共
同
研
究

　
日
本
の
大
学
に
当
た
る

東
西
大
学
校
と
は
、
交
換

留
学
▽
教
員
の
共
同
研
究

▽
学
術
資
料
の
相
互
提
供

－

で
協
力
。
東
西
大
学
校

　
　
≒
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
学

科
を
新
設
し
た
こ
と
か

ら
、
強
豪
で
あ
る
同
大
の

ダ
ン
ス
、
マ
ー
チ
ン
グ
、

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
と
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の
共
同
制
作
も
想
定
す

る　
1
0
日
に
調
印
式
が
あ

り
、
東
西
大
学
校
の
張

ジ
ェ
グ
ク

済
国
総
長
と

大
橋
節
子
学

長
が
協
定
書

に
サ
イ
ン
し

た
。

　
張
総
長
は

　
「
表
現
や
国

際
交
流
を
重

視
す
る
教
育

い
方
針
な
ど
共

通
点
が
多

い
。
学
生
の

行
き
来
を
活

発
に
し
て
い
き
た
い
」
、
大

腸
学
長
は
「
学
生
が
海
外

に
目
を
向
け
、
’
世
界
と
つ

な
が
る
機
会
に
生
か
す
」

と
述
べ
た
。
（
大
橋
孝
平
）

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
内
外
の
支
援
活
動

ｙ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
は
、
国
内

外
で
展
開
す
る
支
援
活
動

に
つ
い
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員

に
講
演
し
て
も
ら
っ
た

り
、
学
生
に
被
災
地
で
の

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
現

地
の
人
と
交
流
す
る
機
会

を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と

を
約
束
。
地
域
で
の
防
災

訓
練
や
避
難
所
運
営
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
那

も
計
画
し
て
い
る
。

　
６
日
の
調
印
式
で
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
佐
藤
拓
史
理
事
長

と
大
橋
節
子
学
長
が
協
定

書
に
署
名
し
た
。

　
佐
藤
理
事
長
は
「
多
国

籍
で
多
様
な
学
生
が
い
る

大
学
と
一
緒

に
活
動
し
て

成
長
で
き
る

め
は
心
強

い
」
、
大
橋

学
長
は
「
救

⊃
え
る
命
を
救

ご
　
う
と
い
う
思

い
の
実
現

協
定
書
に
署
名
す
る
大
橋
学
長
（
有
）

と
佐
藤
理
事
長

に
、
学
生
の

若
い
力
で
協

力
し
て
い
き

た
い
」
と
述
一

べ
た
。

夭
橋
孝
平
）
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